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譜
年郎

次貞田
上

上
田
貞
次
郎
年
譜

明
治
十
二
年
（
一
才
）

　
五
月
十
二
日
　
麻
布
飯
倉
町
六
の
十
四
、
紀
州
徳
川
侯
邸
内
に

　
て
上
田
章
の
次
男
と
し
て
出
生
。
実
は
三
月
十
九
日
の
出
生
に

　
し
て
初
め
二
郎
と
命
名
し
た
が
、
和
歌
山
へ
出
張
中
の
父
が
帰

　
京
後
、
貞
（
さ
だ
）
二
郎
と
命
名
の
上
遅
れ
て
届
出
た
の
で
あ
る
。

」
所
が
戸
籍
は
い
つ
し
か
貞
次
郎
と
な
り
、
自
ら
も
貞
（
て
い
）
次

　
郎
と
称
す
る
に
至
つ
た
。

　
父
は
通
称
を
専
太
郎
と
い
ひ
、
紀
州
家
の
家
扶
、
至
誠
廉
直
の

　
士
で
、
母
は
良
子
（
又
は
つ
な
子
）
同
藩
の
士
族
松
尾
三
代
太
郎

　
の
妹
で
、
利
発
だ
が
お
と
な
し
い
皆
【
で
あ
つ
た
。

　
兄
姉
に
兄
敬
太
郎
（
明
治
六
年
生
）
と
天
折
し
た
姉
が
あ
つ
た
。

明
治
十
四
年
（
三
才
）

　
八
月
　
父
病
死
、
従
つ
て
父
の
悌
は
全
然
記
憶
が
な
い
。

明
治
十
七
年
（
六
才
）

　
公
立
飯
倉
小
学
校
に
入
る
。
然
し
学
校
か
ら
帰
へ
る
と
徳
川
邸

　
内
の
子
供
は
皆
漢
学
の
素
読
を
学
ぶ
習
慣
あ
り
、
森
と
い
ふ
老

　
人
の
家
へ
通
つ
た
。
又
小
学
校
の
高
等
科
に
な
つ
た
頃
母
に
請

　
ふ
て
書
道
を
永
沼
先
生
に
習
つ
た
が
、
実
は
そ
の
先
生
が
時
々

　
子
供
等
を
遠
足
に
つ
れ
て
行
く
の
が
楽
し
い
か
ら
で
こ
の
時
代

　
か
ら
散
策
に
興
味
を
持
つ
た
。
幼
少
時
は
疽
癖
強
く
、
徳
川
邸

　
で
は
「
上
田
の
疽
癌
玉
」
と
い
は
れ
て
ゐ
た
。

　
小
学
校
で
は
概
し
て
優
等
生
で
、
飛
び
級
を
し
た
こ
と
も
あ
る

　
が
、
時
に
は
怠
け
て
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

明
治
二
十
年
（
九
才
）

　
十
一
月
同
居
し
て
ゐ
た
祖
母
（
母
の
母
）
逝
く
。
い
い
お
祖

　
母
さ
ん
を
亡
つ
て
嘆
く
。

明
治
二
十
四
年
（
十
三
才
）

　
三
月
　
飯
倉
小
学
校
高
等
科
を
卒
へ
直
ち
に
芝
公
園
の
正
則
予

　
備
校
（
後
の
正
則
中
学
校
）
に
入
る
。
同
校
で
は
当
時
東
京
大
学

　
の
教
授
た
り
し
外
山
正
一
、
神
田
乃
武
、
元
良
勇
次
郎
が
来
て
教

　
へ
、
殊
に
元
良
先
生
の
修
身
を
熱
心
に
聴
講
し
、
修
養
に
心
が

　
け
る
こ
と
が
強
く
な
つ
た
。
又
猪
間
教
諭
か
ら
博
物
を
習
ひ
進

　
化
論
を
聴
い
た
の
が
一
生
涯
に
大
な
る
影
響
を
与
へ
て
ゐ
る
。

　
当
時
の
学
友
で
は
加
藤
成
一
（
後
に
造
船
技
師
と
な
る
）
高
橋
鎗

　
四
郎
、
河
野
広
一
な
ど
が
親
し
か
つ
た
。

明
治
二
十
六
年
（
十
五
才
）

　
母
が
病
床
に
臥
す
や
う
に
な
つ
た
の
で
そ
の
看
護
に
疲
れ
、
殊
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譜年
郎

次貞田
上

　
に
戸
外
運
動
は
殆
ど
出
来
な
く
な
つ
た
。
こ
の
頃
趣
味
と
し
て

　
碁
、
将
棋
、
歌
留
多
、
テ
ニ
ス
等
何
で
も
手
を
染
め
て
ゐ
た
が

　
後
年
ま
で
上
達
し
た
も
の
は
殆
ど
な
か
つ
た
。

明
治
二
十
八
年
（
十
七
才
）

　
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
叙
伝
を
読
ん
で
そ
の
十
二
則
に
倣
っ
て

　
「
謹
言
、
慎
重
、
厳
密
、
経
済
、
摂
生
、
勉
強
、
大
胆
、
寛
大
、

　
決
断
、
礼
儀
、
高
潔
、
仁
愛
」
の
十
二
箇
条
を
「
修
身
則
」
と

　
し
て
日
々
反
省
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　
尚
こ
の
頃
よ
り
既
に
自
ら
「
貞
城
」
と
号
し
て
ゐ
た
。

明
治
二
十
九
年
（
十
八
才
）

　
三
月
二
十
一
日
未
明
　
母
に
死
別
す
。
最
大
の
衝
撃
。

　
九
月
　
高
等
商
業
学
校
に
入
学
。
ミ
ル
の
「
経
済
学
」
を
読
み

　
始
む
。

明
治
三
十
二
年
（
二
十
一
才
）

　
級
友
の
有
志
団
体
九
鼎
社
（
前
田
9
0
之
助
、
村
田
省
蔵
、
南
郷

　
三
郎
、
園
田
謙
三
郎
、
渡
辺
与
七
、
飯
田
一
馬
、
大
谷
英
一
、
］
蔵
，

　
島
菊
次
郎
、
石
丸
素
一
等
）
の
一
員
で
「
二
十
世
紀
ノ
継
続
者

　
タ
リ
改
革
者
タ
ル
帝
国
青
年
ノ
風
気
如
何
ヲ
熟
察
ス
ル
ニ
吹
ケ

　
バ
飛
バ
ン
ト
ス
ル
無
気
力
輩
ヲ
以
テ
充
溢
セ
ラ
ル
」
「
生
等
慨
然

　
奮
起
敢
テ
之
ガ
大
改
革
ノ
任
二
当
ラ
ン
ト
ス
」
と
い
ふ
宣
言
を

　
発
し
た
。
こ
の
盟
は
卒
業
後
も
親
交
を
結
ん
で
漁
ら
な
か
つ
た
。

明
治
三
十
三
年
（
二
十
二
才
）

　
七
月
　
高
等
商
業
学
校
を
卒
へ
同
校
専
攻
部
に
入
学
し
貿
易
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
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を
専
攻
す
、
高
商
在
学
中
は
人
格
の
養
成
に
専
念
し
、
学
科
に
　
　
3

　
余
り
意
を
用
ひ
ず
、
従
つ
て
卒
業
の
時
の
成
績
は
余
り
優
｛
秀
と

　
は
い
へ
ず
、
八
十
一
人
中
二
十
番
で
あ
つ
た
。
二
十
一
番
に
出

　
淵
勝
次
、
二
十
三
番
に
松
本
真
平
、
二
十
五
番
に
村
田
省
蔵
、

　
三
十
二
番
に
高
島
菊
次
郎
が
ゐ
た
。

明
治
三
十
四
年
（
二
十
三
才
）

　
二
月
四
日
　
福
沢
諭
吉
逝
く
。
直
接
薫
陶
を
受
け
た
こ
と
な
き

　
も
、
傾
倒
し
て
ゐ
た
偉
人
の
死
に
「
心
細
き
感
」
を
催
し
た
。

　
専
攻
部
に
入
り
て
は
学
資
に
不
足
を
告
げ
た
る
に
よ
り
東
京
倶

　
楽
部
又
は
華
族
会
館
の
会
計
な
ど
手
伝
ひ
又
こ
の
年
十
月
か
ら

　
は
国
民
英
学
会
の
商
業
夜
学
校
で
英
語
経
済
学
を
教
授
し
た
。

　
こ
の
頃
商
業
世
界
に
屡
々
寄
稿
、
そ
の
関
係
で
内
池
、
佐
野
、

　
水
島
等
と
の
交
際
が
繁
く
な
つ
た
。

明
治
三
十
五
年
（
二
十
四
才
）

　
六
月
四
日
・
卒
業
論
文
「
外
国
貿
易
論
」
を
脱
稿
。
こ
の
論
文

　
は
指
導
教
授
福
田
徳
三
を
し
て
「
考
証
該
博
而
シ
テ
紛
糾
セ
ル

　
学
理
を
寸
糸
乱
レ
ズ
明
快
流
暢
二
論
断
シ
去
リ
テ
殆
ン
ド
遺
憾

　
ナ
シ
、
著
者
ノ
W
旭
出
砧
ノ
深
キ
ハ
其
学
理
的
思
索
ノ
～
鋭
ト
相
侠
テ

　
此
一
篇
ヲ
成
ス
。
独
リ
卒
業
論
文
中
ノ
白
眉
タ
ル
ノ
、
ミ
ナ
ラ
ズ

　
亦
我
邦
幾
百
ノ
経
済
論
中
稀
二
見
ル
所
」
と
激
賞
せ
し
め
た
の

　
で
あ
る
。

「

1

＼

譜
年

郎次
貞田

上

　
六
月
　
福
田
徳
三
教
授
よ
り
母
校
教
職
に
就
く
こ
と
を
勧
め
ら

　
れ
学
者
た
ら
ん
か
実
際
家
た
ら
ん
か
迷
ふ
。
こ
れ
よ
り
先
正
金

　
銀
行
の
中
井
芳
楠
氏
よ
り
正
金
に
入
り
ロ
ン
ド
ン
へ
赴
く
こ
と

　
を
す
す
め
ら
れ
、
又
三
井
物
産
へ
入
社
を
す
す
め
る
者
も
あ
り
、

　
又
小
泉
新
兵
衛
が
自
己
の
店
を
改
革
し
て
く
れ
と
依
頼
す
る
も

　
あ
つ
て
迷
つ
た
が
、
結
局
自
ら
の
力
で
立
つ
決
心
を
な
し
母
校

　
に
残
る
こ
と
と
す
。

　
七
月
　
髪
を
分
け
始
む
。
専
攻
部
卒
業
。

　
九
月
　
母
校
の
講
師
を
嘱
託
せ
ら
れ
た
。
報
酬
一
箇
月
三
十
円
。

　
九
月
　
駒
込
千
駄
木
町
五
十
島
田
方
に
下
宿
す
、
先
輩
福
田
徳

　
三
の
家
へ
の
往
復
が
便
利
な
る
為
で
あ
る
。

明
治
三
十
六
年
（
二
十
五
才
）

　
一
月
　
最
初
の
著
書
「
外
国
貿
易
原
論
」
出
づ
。
卒
業
論
文
を

　
梢
改
訂
し
、
福
田
徳
三
の
校
閲
を
経
た
も
の
で
あ
る
。

　
三
月
　
田
崎
慎
治
洋
行
に
付
教
員
養
成
所
に
て
外
国
実
践
を
受

　
持
つ
こ
と
と
な
り
、
且
ヘ
ー
ヤ
氏
よ
り
商
業
地
理
を
譲
ら
る
る

　
こ
と
と
な
る
。

　
四
月
二
十
七
日
　
初
め
て
講
義
に
出
席
。

　
四
月
　
切
田
太
郎
の
紹
介
に
て
東
亜
商
業
学
校
に
て
商
業
地
理

　
を
講
ず
、
一
週
二
時
間
。

　
九
月
　
新
学
年
よ
り
養
成
所
に
て
経
済
学
二
時
間
、
商
業
学
二

時
間
を
担
当
。

　
十
月
四
日
　
小
石
川
小
日
向
水
道
端
一
丁
目
三
十
七
へ
移
る
。

　
こ
こ
は
堀
光
亀
等
の
借
家
な
り
し
も
彼
の
洋
行
の
た
め
、
関
根

　
よ
う
と
い
ふ
婆
さ
ん
を
つ
け
た
ま
ま
引
継
げ
る
由
緒
あ
る
梁
山

　
泊
。
加
藤
成
一
、
同
弟
、
内
田
稔
等
と
移
り
住
む
。

　
十
二
月
下
旬
　
三
味
線
を
森
嶋
伯
母
に
習
い
始
む
。

明
治
三
十
七
年
（
二
十
六
才
）

　
四
月
　
商
業
学
校
同
窓
会
常
議
員
に
選
挙
さ
る
。
　
（
同
窓
会
は

　
後
に
如
水
会
に
事
実
上
継
承
。
）

　
四
月
　
杉
浦
剛
太
郎
経
営
の
東
洋
商
業
専
門
学
校
に
て
一
週
三

　
時
間
の
講
義
を
担
当
、
　
一
時
間
の
講
義
料
金
二
円
、
一
ヶ
月
二

　
四
円
。

　
八
月
二
日
　
福
田
教
授
突
如
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
な
る
衝
動

　
を
受
け
た
。
こ
れ
よ
り
独
力
で
学
問
に
志
ざ
す
こ
と
と
す
。

　
九
月
　
養
成
所
に
て
更
に
商
業
史
を
担
当
す
。

明
治
三
十
八
年
（
二
十
七
才
）

　
一
月
　
商
業
史
教
科
書
日
本
之
部
、
外
国
之
部
同
時
に
出
版
さ

　
る
。
こ
れ
ま
で
の
著
書
は
貞
二
郎
と
署
名
せ
し
も
四
十
二
年
本

　
書
の
改
訂
版
以
後
は
貞
次
郎
と
す
。

　
四
月
二
十
五
日
　
任
東
京
高
等
商
業
学
校
教
授

　
九
月
二
十
日
付
を
以
て
商
事
経
営
学
研
究
の
為
め
満
三
年
間

　
英
、
独
へ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

　
十
月
十
四
日
　
午
前
六
時
四
十
五
分
新
橋
発
、
十
時
横
浜
発
洋
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譜
年

郎
次貞

田上

　
行
の
途
に
上
る
。

　
十
二
月
十
二
日
　
ロ
ン
ド
ン
着
。

明
治
四
十
年
（
二
十
九
才
）

　
七
月
　
ド
イ
ツ
へ
渡
る
。

明
治
四
十
一
年
（
三
十
才
）

　
八
月
　
再
度
英
国
に
渡
り
、
十
月
パ
リ
を
訪
問
。
又
英
国
へ
帰

　
り
、
十
月
三
十
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
　
。

明
治
四
十
二
年
（
三
十
一
才
）

　
一
月
十
三
日
　
ア
メ
リ
カ
よ
り
横
浜
に
帰
る
。
帰
朝
後
一
時
飯

　
倉
の
兄
の
家
に
寄
寓
し
て
ゐ
た
が
、
二
月
麻
布
仲
之
町
に
家
を

　
借
り
、
旧
の
水
道
端
の
家
の
古
道
具
と
関
根
よ
う
と
い
ふ
婆
さ

　
ん
共
々
移
る
。

　
四
月
十
四
日
　
向
笠
岩
之
丞
長
女
て
い
（
明
治
十
五
年
生
）
と
結

　
婚
、
但
し
披
露
は
辛
酉
事
件
の
た
め
遅
れ
て
、
五
月
二
十
八
日
。

　
秋
の
新
学
期
よ
り
本
三
の
商
工
経
営
、
商
業
史
、
本
二
の
貨
幣

　
論
、
専
攻
部
の
演
習
を
担
当
。

　
十
一
月
　
小
石
川
区
小
日
向
台
町
六
の
こ
へ
移
る
。

明
治
四
十
三
年
（
三
十
二
才
）

　
二
月
十
四
日
　
長
男
正
一
生
る
。

　
九
月
　
更
に
養
成
所
に
て
経
済
原
論
を
も
講
ず
る
こ
と
と
な
つ

　
た
。

　
ロ

明
治
四
十
四
年
（
三
十
三
才
）

　
一
月
和
歌
山
県
学
生
会
が
解
散
し
て
南
葵
育
英
会
創
立
さ

　
れ
、
創
立
委
員
の
一
人
と
し
て
徳
川
侯
爵
の
相
談
を
受
く
。

　
三
月
　
鎌
田
栄
吉
よ
り
徳
川
侯
令
嗣
頼
貞
侯
の
学
業
の
こ
と
に

　
つ
き
相
談
を
受
け
た
。

　
九
月
　
小
日
向
台
町
一
の
三
五
へ
転
居
。

　
十
月
一
日
　
次
男
良
二
生
る
。

　
九
月
よ
り
翌
年
一
月
に
か
け
専
攻
部
問
題
に
奔
走
。

　
十
二
月
　
社
会
政
策
学
会
委
員
と
な
る
。

明
治
四
十
五
年
（
三
十
四
才
）

　
一
月
二
十
二
日
　
三
浦
新
七
教
授
足
か
け
十
年
の
留
学
よ
り
帰

　
朝
、
新
橋
に
迎
ふ
。

　
一
月
二
十
四
日
　
専
攻
部
存
続
と
決
定
。
三
月
二
十
五
日
文
部

　
省
令
を
発
し
専
攻
部
を
永
続
せ
し
む
る
こ
と
と
な
り
、
多
年
の

　
問
題
は
こ
こ
に
一
応
解
決
し
た
。

　
四
月
八
日
　
伯
父
松
尾
三
代
太
郎
六
十
六
才
を
以
て
逝
く
。
異

　
色
あ
る
人
物
で
あ
つ
た
が
不
遇
の
た
め
甥
の
所
に
同
居
し
て
ゐ

　
た
の
で
あ
る
。

大
正
元
年
（
三
十
四
才
）

　
九
月
　
先
年
刊
行
せ
し
商
業
史
教
科
書
を
改
訂
。

　
十
月
二
十
一
日
　
一
橋
会
編
纂
部
の
総
会
に
お
い
て
部
長
に
推

　
さ
れ
、
爾
後
長
く
部
長
と
し
て
尽
力
し
た
。
方
針
は
煽
動
も
せ

　
ず
、
干
渉
も
せ
ず
、
た
だ
言
論
を
な
る
べ
く
自
由
に
す
る
に
あ
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つ
た
。

　
十
一
月
二
十
六
日
　
徳
川
頼
貞
侯
の
教
育
の
た
め
に
麻
布
新
網

　
町
一
の
十
五
に
移
転
。

大
正
二
年
（
三
十
五
才
）

　
七
月
十
八
日
　
三
男
信
三
生
る
。

　
九
月
三
日
　
徳
川
頼
貞
侯
と
共
に
英
国
へ
再
度
留
学
の
た
め
出

　
発
。

　
十
一
月
十
二
日
　
冨
山
房
よ
り
か
ね
て
印
刷
中
の
「
株
式
会
社

　
経
済
論
」
を
出
版
。
再
度
の
洋
行
ま
で
の
研
究
を
ま
と
め
た
労

　
作
。

大
正
三
年
（
三
十
六
才
）

　
七
月
　
関
一
教
授
大
阪
市
助
役
と
な
り
学
校
を
去
る
。

　
八
月
　
坪
野
校
長
退
き
、
佐
野
善
作
校
長
と
な
る
。

　
九
月
二
十
三
日
　
学
校
よ
り
急
遽
帰
朝
の
電
命
に
接
し
、
戦
火

　
の
欧
洲
を
後
に
梅
田
某
、
和
田
久
一
（
曽
我
廼
家
五
郎
）
と
共
に

　
十
一
月
十
四
日
ロ
ン
ド
ン
出
発
、
同
十
九
日
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、

　
同
二
十
六
日
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
着
、
シ
ベ
リ
ヤ
を
経
て
十
二

　
月
十
一
日
満
洲
里
、
同
十
七
日
京
城
に
着
き
、
同
二
十
四
日
新

　
築
の
東
京
駅
に
着
い
た
。
こ
れ
よ
り
前
、
家
は
再
び
小
石
川
小

　
日
向
台
町
三
丁
目
へ
移
転
し
て
ゐ
た
。
帰
朝
後
は
商
工
経
営
及

　
商
業
政
策
を
講
義
し
、
専
攻
部
の
研
究
指
導
を
な
す
外
、
三
浦
、

　
堀
両
教
授
と
学
科
編
成
の
調
査
に
忙
し
か
っ
た
。

大
正
四
年
（
三
十
七
才
）

　
二
月
　
大
阪
の
関
一
よ
り
佐
野
校
長
を
通
し
、
大
阪
高
商
校
長

　
に
就
任
を
希
望
せ
ら
れ
た
が
断
つ
た
。

　
九
月
　
新
学
期
よ
り
更
に
財
政
学
を
講
ず
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
十
一
月
一
日
　
長
女
タ
ツ
子
生
る
。

　
十
一
月
　
商
業
組
合
中
央
会
議
所
特
別
委
員
に
嘱
託
せ
ら
る
。

　
十
二
月
　
「
戦
時
経
済
講
話
」
を
出
版
。

大
正
五
年
（
三
十
八
才
）

　
八
月
九
日
　
長
女
タ
ツ
子
死
亡
。

大
正
六
年
（
三
十
九
才
）

　
四
月
三
十
日
　
雑
司
ケ
谷
へ
転
居
、
但
し
上
り
屋
敷
一
、
＝
一
二

　
番
地
に
新
築
中
の
家
未
完
成
に
付
そ
の
隣
家
を
借
り
て
移
る
。

　
七
月
二
十
五
日
　
頼
貞
侯
と
共
に
支
那
漫
遊
の
た
め
東
京
発
、

　
京
城
を
経
て
安
東
よ
り
北
支
に
入
り
、
奉
天
、
大
連
、
旅
順
、
天

　
津
、
北
京
、
八
達
嶺
等
を
視
察
、
八
月
二
十
五
日
下
関
に
上
陸
。

大
正
七
年
（
四
十
才
）

　
一
月
　
国
民
経
済
雑
誌
の
編
輯
主
任
の
一
人
と
な
る
。

　
四
月
十
七
日
　
四
男
勇
五
生
る
。

　
八
月
三
十
一
日
　
京
都
大
学
病
院
に
島
薗
博
士
を
訪
ひ
診
察
を

　
受
け
し
結
果
、
胃
癌
等
重
大
な
る
疾
患
な
き
も
今
後
禁
酒
し
肉

　
食
を
節
し
摂
養
す
る
や
う
す
す
め
ら
れ
、
爾
後
饗
応
、
宴
会
等
　
　
8
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。
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十
二
月
十
三
日
　
丸
ノ
内
中
央
亭
分
店
に
て
商
学
会
第
一
回
を

　
開
く
。
内
藤
章
と
共
に
発
起
し
た
も
の
で
最
初
の
幹
事
に
就
任

　
し
た
。

大
正
八
年
（
四
十
一
才
）

　
一
月
　
昨
年
末
高
等
教
育
機
関
大
拡
張
の
た
め
一
千
万
円
の
恩

　
賜
金
が
あ
り
、
高
商
昇
格
問
題
漸
く
白
熱
化
し
こ
れ
よ
り
昇
格

　
ま
で
佐
野
、
三
浦
、
堀
の
三
教
授
と
共
に
大
い
に
奔
走
し
た
。

　
四
月
　
桐
生
高
等
染
織
学
校
講
師
を
嘱
託
せ
ら
る
。

　
四
月
二
十
ご
日
　
法
学
博
士
の
学
位
を
受
く
。

　
六
月
　
高
等
試
験
臨
時
委
員
を
初
め
て
仰
付
け
ら
れ
、
爾
来
昭

　
和
十
五
年
に
及
ぶ
。

　
十
月
十
日
　
米
国
華
府
に
開
催
の
第
一
回
国
際
労
働
会
議
に
帝

　
国
政
府
代
表
鎌
田
栄
吉
の
顧
問
と
し
て
米
国
に
出
張
、
横
浜
よ

　
り
伏
見
丸
に
乗
つ
た
。

大
正
九
年
（
四
十
二
才
）

　
一
月
二
十
六
日
　
米
国
よ
り
帰
朝
、
横
浜
着
。
帰
来
英
国
産
業

　
史
の
研
究
に
没
頭
。

　
四
月
一
日
　
多
年
の
宿
望
た
る
昇
格
成
り
．
従
つ
て
東
京
商
科

　
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
専
攻
部
及
大
学
で
商
工
経
営
、
商
業

　
政
策
、
専
門
部
一
年
で
経
済
通
論
、
そ
れ
に
専
攻
部
で
研
究
指

　
道
　
、
大
学
一
年
の
プ
ロ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
多
忙
で
あ
つ
た
。

　
五
月
　
協
調
会
の
社
会
政
策
学
院
で
近
世
産
業
史
を
講
ず
。

大
正
十
年
（
四
十
三
才
）
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七
月
　
朝
鮮
中
央
経
済
会
の
招
聰
に
て
京
城
に
て
講
演
、
南
朝
　
　
3

　
鮮
を
視
察
。

　
十
二
月
　
論
文
集
「
社
会
改
造
と
企
業
」
を
下
出
書
店
よ
り
出

　
版
。

大
正
十
二
年
（
四
十
五
才
）

　
一
月
「
英
国
産
業
革
命
史
論
」
を
同
文
館
よ
り
出
版
。

　
二
月
　
台
湾
総
督
府
視
学
官
講
習
会
の
た
め
出
張
、
二
月
ご
十

　
日
東
京
駅
発
、
二
十
五
日
基
隆
着
、
全
島
視
察
し
て
三
月
十
三

　
日
東
京
駅
着
。

　
七
月
、
八
月
　
猪
谷
助
手
を
同
行
北
海
道
へ
講
演
旅
行
を
行
う
。

　
九
月
一
日
　
関
東
大
震
災
、
二
日
朝
一
つ
橋
へ
行
き
学
校
の
自

　
転
車
に
て
帰
宅
、
居
宅
は
無
事
な
り
し
為
、
そ
の
後
大
学
の
震

　
災
善
後
策
に
大
い
に
奔
走
。

大
正
十
三
年
（
四
十
六
才
）

　
五
月
　
商
大
学
生
の
手
で
S
P
S
労
働
学
校
が
開
か
れ
、
講
義

　
を
依
頼
さ
れ
出
講
し
た
。

大
正
十
四
年
（
四
十
七
才
）

　
七
月
　
如
水
会
常
務
理
事
に
推
さ
る
。
沓
掛
千
ケ
滝
に
茅
葺
の

　
別
荘
の
建
築
成
り
毎
年
夏
を
こ
こ
に
過
す
こ
と
と
し
た
。

　
七
月
　
日
本
経
営
学
会
の
創
立
総
会
、
十
一
月
第
一
回
大
会
を

　
開
く
、
事
実
上
の
理
事
長
で
あ
つ
た
。

～

｛
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大
正
十
五
年
（
四
十
八
才
）

　
四
月
　
雑
誌
「
企
業
と
社
会
」
を
創
刊
、
そ
の
「
宣
言
」
に
日

　
く
「
学
者
は
実
際
を
知
ら
ず
、
実
際
家
は
学
問
を
知
ら
ず
、
政

　
治
は
産
業
を
離
れ
、
産
業
は
社
会
に
背
く
、
是
実
に
産
業
革
命

　
の
波
濤
に
漂
へ
る
現
代
日
本
の
悩
み
で
は
な
い
か
。
吾
人
は

　
此
混
沌
裡
に
在
つ
て
企
業
よ
り
社
会
を
望
み
、
社
会
よ
り
企
業

　
を
覗
ひ
、
眼
前
の
細
事
に
捕
は
れ
ず
又
空
想
の
影
を
逐
は
ず
、

　
大
所
高
所
よ
り
溜
々
た
る
時
勢
の
潮
流
を
凝
視
し
て
、
世
界
に

　
お
け
る
新
日
本
建
設
の
原
理
を
探
ら
ん
と
す
る
。
吾
人
の
悪
む

　
所
は
虚
偽
と
雷
同
と
で
あ
り
、
吾
人
の
戒
む
る
所
は
煩
鎖
と
冗

　
長
と
で
あ
る
。
吾
人
が
訴
ふ
る
所
の
読
者
は
純
真
に
し
て
聰
明

　
な
る
満
天
下
の
青
年
識
者
で
あ
る
」
而
し
て
其
の
後
毎
号
巻
頭

　
論
文
を
書
い
た
が
、
創
刊
号
に
は
「
新
自
由
主
義
の
必
要
」
を

　
寄
せ
、
本
誌
で
新
自
由
主
義
の
提
唱
を
行
つ
た
。

　
九
月
　
「
社
会
改
造
と
企
業
」
を
増
補
改
訂
出
版
。

昭
和
二
年
（
四
十
九
才
）

　
四
月
五
日
　
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
於
て
開
催
の
国
際
経
済
会
議
委
員

　
を
仰
付
ら
れ
、
会
議
出
席
の
た
め
東
京
出
発
。
帝
国
委
員
は
外

　
に
志
立
鉄
次
郎
（
首
席
）
、
斯
波
忠
三
郎
、
佐
藤
寛
次
、
佐
藤
尚

　
武
で
あ
つ
た
。
八
月
十
四
日
帰
朝
。

　
六
月
出
張
中
に
「
企
業
と
社
会
」
の
巻
頭
論
文
を
集
め
た
「
新

　
自
由
主
義
」
が
出
版
さ
れ
た
。

昭
和
三
年
（
五
十
才
）

　
一
月
十
四
日
　
東
京
自
由
通
商
協
会
の
発
会
式
。
こ
れ
は
志
立

　
鉄
次
郎
と
共
に
前
年
会
議
の
決
議
を
日
本
に
生
か
す
た
め
に
企

　
て
た
も
の
で
発
起
者
は
安
川
、
石
井
徹
、
藤
山
、
各
務
、
池
田
、

　
串
田
、
矢
野
、
児
玉
、
宮
島
、
井
坂
等
実
業
家
が
多
か
つ
た
。

　
次
い
で
三
月
十
四
日
大
阪
、
神
戸
、
名
古
屋
、
京
都
等
の
協
会

　
を
糾
合
し
て
自
由
通
商
協
会
日
本
聯
盟
が
生
れ
た
。

　
三
月
　
関
大
阪
市
長
よ
り
新
設
の
大
阪
商
大
学
長
に
と
再
三
懇

　
望
さ
れ
た
が
、
学
究
と
し
て
精
進
す
る
た
め
辞
退
す
る
こ
と
に

　
し
た
。

　
三
月
　
「
企
業
と
社
会
」
終
刊
。
近
く
再
び
外
遊
す
る
の
と
、
編

　
輯
担
当
者
た
る
猪
谷
助
教
授
が
留
学
の
た
め
で
あ
る
。

　
八
月
三
十
一
日
、
海
外
出
張
の
順
番
当
り
欧
洲
各
国
印
度
南
洋

　
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
夫
人
同
伴
東
京
を
出
発
。
ロ
シ
ヤ
、
ド

　
イ
ツ
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
、
印
度
、
ジ
ャ
バ
等
を
漫
遊
し
、
昭
和

　
四
年
三
月
十
一
日
帰
朝
。

昭
和
五
年
（
五
十
二
才
）

　
一
月
頃
よ
り
山
中
、
竹
中
の
両
補
手
、
美
濃
口
、
森
等
の
卒
業

　
生
と
し
ば
し
ば
研
究
会
を
開
き
、
背
広
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
称
し
て

　
ゐ
た
が
、
後
に
日
本
経
済
研
究
会
と
命
名
し
て
毎
週
火
曜
に
報

　
告
会
を
開
く
に
至
っ
た
。

　
五
月
　
「
商
業
政
策
」
を
著
す
。
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九
月
　
商
大
国
立
へ
移
転
。
新
駅
を
「
く
に
た
ち
」
と
呼
ん
だ

　
ら
如
何
と
提
議
し
、
そ
れ
が
採
択
さ
れ
た
。

　
十
一
月
　
「
商
工
経
営
」
出
づ
。
二
十
余
年
間
の
研
究
成
・
。
朱
で
絶

　
讃
を
博
し
た
。

昭
和
六
年
（
五
十
三
才
）

　
一
月
　
太
平
洋
問
題
調
査
会
に
関
係
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
四
月
　
上
田
、
根
岸
、
内
池
三
教
授
代
表
編
輯
の
下
に
商
大
関

　
係
者
の
雑
誌
「
大
学
と
社
会
」
を
創
刊
、
但
し
不
幸
に
し
て
第

　
五
号
に
て
廃
刊
。

　
十
月
　
予
科
、
専
門
部
廃
止
案
出
で
学
生
一
つ
橋
に
籠
城
す
、

　
た
め
に
献
身
的
努
力
を
つ
父
け
、
幸
に
廃
止
案
を
撤
回
せ
し
む

　
る
を
得
た
。

　
十
二
月
十
三
日
　
府
下
中
野
町
桃
園
九
番
地
に
移
る
。
新
居
は

　
門
下
生
の
恩
師
在
職
二
十
五
年
記
念
の
献
呈
に
成
る
も
の
。

昭
和
七
年
（
五
十
四
才
）

　
三
月
十
四
日
　
叙
勲
二
等
授
瑞
宝
章
。

　
三
月
二
十
三
日
　
帝
大
青
山
外
科
で
痔
を
手
術
、
痔
を
治
し
て

　
若
返
る
た
め
の
景
気
づ
け
に
、
四
月
二
十
九
日
天
長
節
に
何
十

　
年
か
蓄
へ
て
ゐ
た
ヒ
ゲ
を
剃
る
。

　
七
月
　
計
理
士
試
験
臨
時
委
員
を
命
ぜ
ら
る
。
爾
来
昭
和
十
一

　
年
に
及
ぶ
。

昭
和
八
年
（
五
十
五
才
）

　
二
月
　
「
最
新
商
業
政
策
」
を
著
す
。
「
商
業
政
策
」
の
続
編
。

三
月
日
本
学
術
振
興
会
が
成
芒
・
藷
学
部
の
委
是
指
蹴

　
名
さ
れ
、
又
日
本
人
口
問
題
の
研
究
に
付
援
助
を
受
け
る
こ
と
、

　
と
な
つ
た
。

　
五
月
号
の
社
会
政
策
時
報
に
「
近
き
将
来
に
お
け
る
日
本
人
口

　
の
予
測
」
を
発
表
。
我
国
人
口
問
題
の
研
究
に
お
け
る
画
期
的

　
な
論
文
と
評
さ
れ
た
。

　
五
月
二
十
日
よ
り
銀
座
西
七
丁
目
貿
易
会
館
内
に
一
室
を
借
り

　
日
本
経
済
研
究
会
の
本
拠
と
す
る
。
毎
週
火
曜
に
例
会
を
開
く

　
の
は
も
う
長
い
習
慣
に
な
つ
て
ゐ
た
。

　
七
月
　
日
本
経
済
研
究
会
に
お
け
る
諸
研
究
を
編
し
「
日
本
人

　
口
問
題
研
究
」
と
し
て
協
調
会
よ
り
出
版
。
其
後
、
九
年
第
二

　
輯
、
十
二
年
に
第
三
輯
を
出
す
。
何
れ
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
八
月
二
日
　
日
枝
丸
に
て
横
浜
出
帆
、
加
奈
陀
バ
ン
プ
に
開
催

　
の
太
平
洋
会
議
に
日
本
側
代
表
と
し
て
出
席
、
こ
の
会
議
で
は

　
人
口
問
題
に
関
し
日
本
の
た
め
大
い
に
弁
じ
、
著
し
く
海
外
の

　
注
目
を
惹
い
た
。
九
月
二
十
一
日
横
浜
帰
着
。

　
十
月
　
帝
大
の
講
師
を
委
嘱
さ
れ
、
商
業
政
策
を
講
ず
。

　
十
一
月
二
十
七
日
　
財
団
法
人
、
人
口
問
題
研
究
会
の
理
事
に

　
推
さ
れ
第
一
回
の
理
事
会
に
出
席
。

昭
和
九
年
（
五
十
六
才
）

　
二
月
六
日
　
鎌
田
栄
吉
逝
く
。
和
歌
山
県
の
先
輩
で
最
も
尊
敬

ー
ー
ー
ー
］
ー
．

f
．

〕

」

、

／

譜年
郎

次貞田
上

　
し
て
ゐ
た
人
で
あ
つ
た
。

　
四
月
十
四
日
　
結
婚
二
十
五
年
祝
賀
の
た
め
門
下
生
よ
り
帝
国

　
ホ
テ
ル
に
招
か
る
。

　
八
月
二
十
三
日
　
簡
易
保
険
積
立
金
運
用
委
員
会
委
員
を
仰
付

　
ら
る
。

　
八
月
二
十
四
日
　
石
油
業
統
制
委
員
会
委
員
被
仰
付
。

昭
和
十
年
（
五
十
七
才
）

　
七
月
　
不
通
過
論
文
を
め
ぐ
り
粛
学
事
件
起
る
。
十
月
佐
野
学

　
長
退
き
、
三
浦
新
七
学
長
と
な
り
一
応
落
着
す
。

昭
和
十
一
年
（
五
十
八
才
）

　
二
月
十
日
東
京
商
科
大
学
予
科
主
事
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
る
。

　
七
月
二
十
九
日
　
米
国
ヨ
セ
ミ
テ
に
て
開
催
の
太
平
洋
会
議
に

　
日
本
側
代
表
と
し
て
出
席
の
為
め
大
洋
丸
に
て
横
浜
発
、
今
回

　
は
中
小
工
業
問
題
と
生
活
程
度
に
就
て
論
じ
た
。
九
月
二
十
四

　
日
帰
朝
。

　
十
二
月
二
十
三
日
　
三
浦
学
長
の
後
を
承
け
東
京
商
科
大
学
長

　
に
任
ぜ
ら
る
。

昭
和
十
二
年
（
五
十
九
才
）

　
一
月
三
十
日
　
勅
旨
を
以
て
帝
国
学
士
院
会
員
被
仰
付
。

　
同
日
、
教
員
検
定
委
員
会
常
任
委
員
被
仰
付
。

　
六
月
　
人
口
問
題
研
究
を
ま
と
め
て
「
日
本
人
口
政
策
」
と
し

　
て
公
刊
。

　
九
月
三
十
日
　
時
局
特
別
講
義
を
各
教
授
共
同
で
為
す
こ
と
と

　
し
、
第
一
回
と
し
て
「
戦
時
経
済
概
論
」
を
講
ず
。
こ
れ
ら
の

　
講
義
は
後
に
「
戦
時
経
済
講
話
」
と
し
て
出
版
。

　
十
ご
月
十
日
　
教
育
審
議
会
委
員
被
仰
付
。

　
十
一
月
　
日
本
学
術
振
興
会
第
ご
十
三
小
委
員
会
（
中
小
工
業

　
の
研
究
）
の
委
員
長
に
推
さ
る
。

　
十
一
月
　
太
平
洋
会
議
に
提
出
の
デ
ー
タ
ペ
ー
パ
ー
を
輯
し
て

の
§
」
＝
昆
伝
富
戸
霧
。
冶
輪
碧
沖
5
と
題
し
ロ
ン
ド
ン
牛
津
大
学

　
出
版
部
よ
り
刊
行
。

　
十
二
月
　
「
経
営
経
済
学
総
論
」
を
著
し
た
。
商
工
経
営
を
全
く

　
新
し
く
書
き
改
め
た
も
の
。

昭
和
十
三
年
（
］
ハ
十
才
）

　
一
月
二
橋
論
叢
」
を
発
刊
。

　
五
」
月
　
銀
座
の
「
日
本
経
済
研
究
会
」
を
解
散
。

　
十
二
月
　
こ
の
夏
生
れ
た
東
亜
文
化
協
議
会
の
第
二
回
会
議
が

　
東
京
帝
大
で
開
か
れ
、
こ
れ
に
初
め
て
出
席
。

昭
和
十
四
年
（
六
十
一
才
）

　
各
務
鎌
吉
先
輩
の
援
助
を
得
て
満
支
視
察
の
た
め
小
田
橋
助
教

　
授
を
伴
ひ
東
京
を
出
発
、
大
連
、
鞍
山
、
奉
天
、
新
京
、
天
津
、

　
北
京
、
青
島
、
上
海
、
漢
口
．
南
京
を
視
察
し
、
上
海
よ
り
榛

　
名
丸
に
て
五
月
十
四
日
神
戸
入
港
。

　
五
月
二
十
三
日
　
各
務
鎌
吉
死
去
。
遺
産
の
中
よ
り
各
務
奨
学
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基
金
を
商
大
に
寄
付
さ
れ
、
後
に
東
亜
経
済
研
究
所
を
設
立
す

　
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
八
月
二
十
五
日
　
北
京
に
て
開
会
の
東
亜
文
化
協
議
会
に
出
席

　
の
た
め
、
熱
河
丸
に
て
神
戸
を
出
帆
し
た
が
暴
風
の
た
め
塘
沽

　
に
上
陸
出
来
ず
、
大
連
に
引
返
し
滞
在
、
九
月
六
日
吉
林
丸
で

　
帰
国
。

昭
和
十
五
年
（
六
十
二
才
）

　
二
月
五
日
　
人
口
問
題
研
究
所
参
与
被
仰
付
。
同
研
究
所
設
立

　
は
か
ね
て
よ
り
の
主
張
で
、
前
年
そ
の
予
算
が
成
立
し
た
時
「
歓

　
迎
す
べ
き
報
道
」
と
朝
日
新
聞
に
書
い
た
程
で
あ
っ
た
。

　
四
月
一
日
　
商
大
内
に
東
亜
経
済
研
究
所
開
設
。

　
四
月
二
十
五
日
盲
腸
炎
並
腹
膜
炎
の
た
め
慶
応
病
院
に
入

院
、
同
日
木
村
教
授
の
手
術
を
受
く
。

五
月
八
日
　
午
前
七
時
二
十
分
亮
去
。

　
五
月
九
日
　
叙
正
三
位
。

五
月
十
三
日
　
授
旭
日
重
光
章
。

五
月
十
三
日
　
神
田
一
橋
講
堂
に
て
神
式
に
よ
り
東
京
商
科
大

学
葬
を
行
ふ
。

六
月
二
十
三
日
多
磨
墓
地
第
十
九
区
第
十
側
第
三
号
に
埋
骨
。

一
二
号
、
　
第
一
二
一
一
二
口
写
　
（
昭
和
十
一
五
年
山
ハ
月
二
十
五
日
、
　
七

月
吉
・
七
月
二
＋
吾
・
斉
吉
号
）
に
金
子
鷹
之
助
・
鋤

小
田
橋
貞
寿
共
編
「
上
田
先
生
年
譜
」
と
し
て
連
載
さ
れ
た

も
の
に
、
極
微
の
改
訂
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
〕

〔
こ
の
年
譜
は
一
橋
新
聞
第
ゴ
ニ
○
号
、
第
三
一
一
号
、
第
三

へ

婁

．
．
’
ー

㎞
t
・
i

　
父
が
昭
和
十
五
年
に
亡
く
な
つ
て
か
ら
、
二
十
年
余
り
の
歳
月
が
過
ぎ
た
。
そ
し
て
、
い
ま
父
の
日
記
が
出
版
さ
れ
る
こ
ζ

に
な
つ
た
。
こ
の
日
記
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
私
自
身
、
生
活
の
繁
閑
の
折
に
ふ
れ
て
気
に
か
か
つ
て
き
た
も
の
だ
け
に
柳

か
の
感
懐
な
き
を
得
な
い
・
父
の
没
後
私
が
警
の
蓬
を
し
て
い
た
と
ミ
・
の
日
記
を
発
見
し
た
。
父
の
生
前
、
時
折

の
話
で
こ
の
日
記
の
こ
と
は
聞
き
知
つ
て
い
た
が
、
ど
ん
な
内
容
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
特
に
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
。

　
そ
の
当
時
、
王
子
製
紙
（
株
）
に
勤
務
し
て
漸
く
三
十
才
と
な
つ
た
私
は
こ
の
日
記
に
接
し
て
改
め
て
父
を
見
直
す
こ
と
と
な

り
、
ま
た
自
己
を
反
省
す
る
機
会
と
も
な
つ
た
。
家
庭
に
お
け
る
父
は
些
事
に
ふ
れ
ず
、
子
供
ら
に
対
し
て
も
殆
ん
ど
放
任
主

義
三
貫
し
た
平
凡
人
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
他
方
、
社
会
人
、
学
者
、
教
授
と
し
て
有
名
人
だ
つ
た
父
ξ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
お
い
て
殴
誉
褒
疑
が
あ
り
、
す
べ
て
で
は
な
い
に
し
て
も
そ
の
多
く
の
評
価
が
子
で
あ
る
私
ら
の
耳
に
も
入
り
、
多

か
れ
少
か
れ
私
た
ち
の
日
常
の
生
活
影
響
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
父
の
人
間
性
、
特
に
そ
の
精
神
的
支
柱

た
る
自
由
主
義
が
如
何
に
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
生
涯
の
活
動
を
意
義
づ
け
た
か
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
は
父
の
少
数
の
知
友

を
除
い
て
知
る
処
が
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
私
も
時
折
の
話
の
間
か
ら
父
の
生
立
ち
や
、
性
格
の
形
成
に
つ
い
て

想
像
す
る
こ
と
は
あ
つ
て
も
、
余
り
に
も
身
近
か
な
だ
け
に
却
つ
て
之
れ
を
追
究
す
る
こ
と
は
し
な
か
つ
た
。
父
の
日
記
、
特

に
そ
の
青
年
時
代
を
読
む
に
及
ん
で
私
は
私
な
り
に
そ
の
解
答
を
得
た
と
思
つ
た
。
そ
の
時
以
来
、
私
は
こ
の
目
記
そ
の
も
の

の
出
版
は
別
と
し
て
父
が
書
き
は
じ
め
て
少
年
時
代
だ
け
で
終
つ
た
自
伝
（
本
巻
収
録
）
を
補
完
す
る
意
味
で
こ
の
日
記
を
材

料
と
し
た
伝
記
を
作
り
た
い
と
念
願
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
念
願
の
実
現
は
私
自
身
お
よ
び
四
囲
の
事
情
に
よ
つ
て
果
さ
れ

な
い
ま
ま
、
十
年
が
去
り
、
ご
十
年
が
過
ぎ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
5
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そ
し
て
父
の
二
十
年
祭
に
あ
た
つ
て
門
下
生
（
現
存
老
約
三
百
名
）
に
よ
つ
て
肖
像
画
の
製
作
の
た
め
記
念
募
金
が
行
わ
れ
、



残
余
が
あ
れ
ば
日
記
の
刊
行
も
併
せ
行
う
こ
と
が
企
画
さ
れ
た
。
前
者
は
宮
本
三
郎
画
伯
の
手
に
よ
つ
て
昭
和
三
十
六
年
に
完
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成
さ
れ
、
す
で
に
一
橋
大
学
学
長
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
日
記
に
つ
い
て
は
こ
れ
が
私
の
手
元
に
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
い
た
少
数
の
門
下
生
に
よ
つ
て
刊
行
の
計
画
が
企
て
ら
れ
、
昭

和
三
十
六
年
の
父
の
命
日
の
際
に
集
ま
ら
れ
た
門
下
の
方
々
　
（
約
八
十
名
）
に
発
表
さ
れ
、
大
方
の
賛
同
を
え
て
こ
れ
が
刊
行

の
決
定
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
門
下
生
の
う
ち
、
猪
谷
善
一
、
中
川
孫
一
、
山
中
篤
太
郎
、
小
田
橋
貞
寿
の
諸
氏
な
ら

び
に
私
を
加
え
た
五
人
が
編
集
委
員
と
な
つ
て
計
画
を
実
行
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
日
記
は
父
が
十
六
才
か
ら
六
十
一
才
で
没
す
る
ま
で
四
十
六
年
に
わ
た
つ
て
お
り
、
こ
の
間
所
謂
日
常
の
記
録
と
し
て
の
日

記
を
主
体
と
し
て
、
感
想
、
論
稿
等
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
よ
つ
て
長
短
、
精
粗
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
終
始
一
貫
簡
潔
な
文
体
に

よ
つ
て
書
き
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
記
は
初
期
の
三
力
年
は
た
て
書
き
の
帳
面
六
冊
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
堅

表
紙
の
ノ
ー
ト
十
六
冊
に
片
仮
名
横
書
き
さ
れ
た
も
の
が
本
文
（
両
者
計
二
十
二
冊
）
で
、
他
に
夜
雨
荘
日
記
（
本
巻
収
録
）
，

旅
行
記
、
感
想
等
が
六
冊
あ
る
。
そ
の
分
量
は
原
稿
用
紙
（
四
百
字
詰
）
で
二
千
七
百
枚
、
他
に
英
文
が
タ
イ
プ
紙
で
五
百
五

十
枚
程
度
に
な
る
。

　
父
は
生
前
、
最
も
忙
し
か
つ
た
時
期
に
は
日
記
を
書
い
て
い
な
い
と
云
つ
て
い
た
が
、
明
治
四
十
ご
年
海
外
留
学
か
ら
帰
朝

後
約
三
力
年
間
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
主
要
記
録
を
あ
と
か
ら
ま
と
め
て
書
い
て
い
る
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。

だ
か
ら
毎
日
書
い
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
日
記
ら
し
く
克
明
に
書
い
た
の
は
こ
れ
以
前
、
す
な
わ
ち
明
治
二
十
七
年
か
ら
四

十
ご
年
初
め
ま
で
で
、
薄
い
も
の
や
分
厚
い
も
の
を
と
り
ま
ぜ
て
二
十
二
冊
の
日
記
帳
の
う
ち
、
十
五
冊
が
費
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
後
ー
大
体
大
正
時
代
以
降
ー
は
ポ
ケ
ッ
ト
日
記
の
メ
モ
を
も
と
に
し
て
一
週
間
な
い
し
十
日
目
ご
と
、
場
合
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

っ
て
は
一
カ
月
以
上
た
つ
て
日
記
と
し
て
書
き
綴
つ
た
こ
と
が
、
そ
の
文
中
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

　
日
記
の
編
集
に
あ
た
つ
て
．
私
は
自
宅
で
ま
ず
日
記
の
筆
写
作
業
を
数
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
に
依
頼
す
る
こ
と
か
ら
始
め

た
。
こ
の
作
業
は
学
生
の
休
暇
期
に
あ
た
る
昭
和
三
十
五
年
夏
か
ら
は
じ
め
て
い
た
。
出
版
上
の
便
宜
か
ら
、
片
仮
名
横
書
き

を
平
仮
名
た
て
書
き
に
改
め
た
ほ
か
は
旧
仮
名
遣
い
で
出
来
る
だ
け
原
文
の
ま
ま
筆
写
し
た
。
作
業
の
進
行
に
し
た
が
つ
て
、

慣
ー
ー
ー
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、
†
、

日
記
の
ど
の
部
分
か
ら
出
版
す
る
か
、
英
文
を
ど
う
織
込
む
か
、
感
想
、
論
稿
と
し
て
独
立
の
エ
ッ
セ
イ
を
な
し
て
い
る
部
分

を
ど
う
扱
う
か
な
ど
、
編
集
上
困
難
な
問
題
が
あ
る
こ
と
が
解
つ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
記
と
し
て
の
内
容
、
形
式
と
も
最
も
ま
と
ま
つ
て
お
り
、
編
集
上
も
問
題
の
少
い
大
正
八
年
か
ら
昭
和
十
五
年

に
至
る
父
の
後
半
生
二
十
ニ
カ
年
分
（
原
稿
で
約
八
百
枚
）
を
ま
ず
刊
行
す
る
こ
と
が
、
費
用
と
も
関
連
し
て
適
当
で
あ
る
と

の
結
論
に
達
し
た
。
こ
の
原
稿
は
昭
和
三
十
六
年
は
じ
め
に
で
き
た
が
、
編
集
委
員
諸
氏
の
了
承
を
と
り
、
諸
氏
に
校
閲
の
労

を
煩
わ
し
て
よ
う
や
く
出
版
の
運
び
と
な
つ
た
4
の
で
あ
る
。
本
巻
に
は
別
に
夜
雨
荘
日
記
（
大
正
十
四
年
ー
昭
和
叶
四
年
）
、

自
伝
お
よ
び
年
譜
を
収
録
し
た
。
本
巻
の
前
編
は
追
つ
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
本
書
は
も
と
も
と
門
下
生
有
志
の
援
助
に
よ
つ
て
成
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
限
定
出
版
と
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、

出
版
を
引
受
け
ら
れ
た
慶
応
通
信
（
株
）
の
希
望
も
あ
つ
て
、
一
部
市
販
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
終
り
に
臨
ん
で
、
編
集
委

員
を
は
じ
め
、
本
書
刊
行
に
あ
た
つ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
で
援
助
協
力
さ
れ
た
方
々
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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